
市販のビデオカメラを用いた雲量観測の試み

神加　秀樹

1　はじめに

　よは人気や熱工不ルキーを理解する1て人切な要素てある。傾習林の気象観測又務においても，
川i決められた時刻にノニ；↓；（㍗全体に占めるよのSil　A）か観測され，ノ，Lにかかる⊥の吊により快

貼・IIIil・具りの分類をそJっている。

　今日，気品・湿皮・降水星笛の観測は目動化されているか，工II｛観測は観測KのII視て？Jわ
れ1），．2：　t｝11以トの場合は快貼，去：r｛2以18以トの場合は晴，」口19以1の場合曇りと気象観

測統tll指釧りに疋められている。和歌山頑習林ての通常のよ届観測においては，業務との関係て

観測時間のずれや観測W置の変史もあり，また演習林職員の居住地と‘ll務所に約20kmの距離があ

るため，観測者小イ1時（1・日・祝日）の欠測かノiしている。

　これらの問題☆を解決する　つの力仏として定点・定時・観測者イ・イlilJfにもよ111観測を目動的

にIJえるようにヒテオカメラにより撮影した映像のnui録によって，観測か可能か検。寸した。今回，

’1’成12句3月から4月にそ】ったビテオを使用した雲h；観測について観測糸rl1果について報すliする。

2　調査方法

　調杏は，’1’成12η3JJllllから4月1911，和歌山便習林丸太集積場（仮‘il務所）研究軍内南内

ノ」向の窓陽に巾販の8皿皿ヒテオカメラ（Panasonlc　NV－DLI）を45度の角度て固定して雲を撮影

（画血は全人の約25％を撮影）する。映像の記録はr・約録画のてきる巾販のVHSヒテオテノキ

表一1．和歌山演習林雲吊ヒデオ観測結果
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各観測時間についてビデオ撮影は5分間行う。
目測とビデオとの相違の項目で一（マイナス）としているのはビデオ映像の方が実際よりも雲の量が少なく撮影されていたことを表す。

O　Xとしているのは快晴晴曇りに分類し比較した場合の正誤結果。
4月16日のつは雲天気が急衰したため4月18日のつは雲が撮影されていなかったため正誤の判定をしなかった。
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（National　NV－DS1）を使川して行った。

　雲量の観測は9時と15時にビデオでの5分間の撮影を行い，録1由1後に通常行っている1～2分
間全天空を見回す目視での観測結果と撮影された画像の雲の割合とを比較した。　（表一1）

3．結果および考察

　日視観測とヒデオで撮影された画面に映る工の割合を比較した糸lfl果を，　I　i視観測との誤ノfの人

きさにより11段階に分け，それぞれの観測liil数か有効観測回数にtliめる割合を（図一1）にまと

めた。その結果，日視と同・の結果を得られたものか50．9％であった。残りについては，撮影範

有

効
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測
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マイナスとなっているのはビデオ険但の量の翻合が全天嵩量目測結鰻より少なく鰻影、プラスになっているのは目測鰭果より多く捨影されていたこと壷慶す

図一1．ヒデオ映像と目視観測紀果との比較

囲が不十分なため，全天雲量の目視観測とヒデオ撮影結果との誤差があらわれたものと思われる。

　さらに，前nuiの気象観測統計指針による快晴・晴・曇りの分類で比較してみると，有効観測回

数55回のうち，日測天気と一致した回数は41回（74．5％），不一致回数は11回（20．0％），判定
不可3回（5．5％）であった。

　先のヒデオ映像に撮影されている雲の割合と目視観測との比較結果（目視と同・50．9％）より

好結果が出ているのは，雲量2～8を晴としているため，誤差の小さい部分か正答数に含まれた
ためと思われる。しかし，調査を天候の安定した時期に行ったため，天気の変わりやすい時期に
も調査し，紀果を比較する必要がある。

　欠測は全観測回数80回のうち27回（30％）で，内訳は牢全体に薄雲が広がっている時にも全く

雲か撮影されていない，太陽光線の反射・照り返し等で雲の様fが判断できない測定不能の状態

か3回，テレビとヒデオデッキを観測専川としなかったための人為的な設定ミス（15回）とヒデ

オカメラの熱持ち防ll機能による機械停11二（9回）が原因であった。測定不能の3回は現段階で

は1貞せないか，他の24回は業務用カメラシステム（約60万円）を観測専用機材として購入するこ
とで解決できる。

4．おわりに

　ノ〉回の調杏では，ヒデオカメラ1台での撮影画像と目測値を比較したもので，撮影範囲が25％

と小さかったにも関わらす，目測人気と比較で，有効観測回数のうち74．5％の11：答数を得たこと

は，観測者不イr時（卜・H・祝日）の観測に利用できるのではないだろうか。

　現段階では人為的ミスのVI除や機械的な問題をクリアにし，確信の持てる方法になるまでは，

ヒデオカメラを川いた雲量観測は行わないが，今後，写真撮影の併用や撮影箇所を増やすなど視
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野を広げた場合についての調査を行い，良い結果が得られれば，観測専用機材の購入も検討して
いきたい。

　この調査にあたり，協力してドさった和歌山演習林の方々には厚くお礼申し上げます。
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